
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの目指すもの 

一、地域に開かれた施設 

二、入居者、家族、施設、地域のみんなで作る福祉を！ 

三、老人と共に生きがいを見い出す生活を！ 

社会福祉法人阪神共同福祉会園田苑 

 

 

 

 

編集・発行 

社会福祉法人 

阪神共同福祉会園田苑

広報 

〒661-0972 

尼崎市小中島 1-1-18 

℡:06-6493-3731 

Mail:info@sonodaen.or.j

p 

ホームページ 

http://www.sonodaen.co

m/ 

昔のことを思い出し、今年は職員を探しに行こう 
理事長 中村 大蔵 

「園田苑に就職したい！」という声を久しぶりに耳にした。2月早々のこと、大学 3回生

の女性からである。続いて「本当に就職してもいいんですか？」とまで言われると、「介護

現場は、選んでいる余裕なんてないよ」とつい返してしまった。 

 介護現場の人材不足は今や超慢性的である。介護現場のみならず園田苑と姉妹施設の保育

部門も深刻である。ついに人材派遣業者に手を出さざるを得なくなった。紹介料だってハン

パじゃない。「ああ～もったいない」とため息が出る。 

 かつて園田苑の新卒者募集には列をなす（笑）時代もあった。昨年秋頃から昔のことを思

い出し、人材求めてあちらこちらに手を出す、否、足を向けるようにしている。福祉系の学

生の集まりがあると聞けば出かけ、長らく音信不通だった教員たちにも、非礼を顧みず会い

に行っている。お呼びじゃない雰囲気の場にも押しかけている。 

 ある集まりでは、話し終わった後に、女子大生がわざわざやって来て「とても感動した」

と握手を求められた。照れくさかったが、彼女がまだ 2 回生だと聞いて、「これは今から狙

っておこうと」と下心丸出しの対応をしてしまった。今年は人材求めて東へ西へと走ろう。 

 

『野土香』利用者の減少を嘆いた包括職員たちが、企

画した「干支づくり」１月１５日（金）お昼すぎから

始まりました。 

ボランティア２名による指導の『見猿、言わ猿、聞か

猿』作り。 

かわいいお猿たちを「玄関に飾るわ」「意外と簡単」と

評判も上々。 

さあ、地域の皆さんに使っていただける『野土香』を

目指して、新企画も目白押し。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらも年末恒例のもちつき大会。 

元気な利用者さんにも協力してもら 

って今年もお

いしい餅（よ

もぎ、芋もち

は好評でし

た！）をたく

さん搗くこと

が出来まし

た。ご協力あ

りがとうござ

いました。 

園田苑の年越し行事 

大晦日の夜、年越し行事に参加のため 11 時の 10 分前に苑に着きま

した。夜勤中の山根さんから、「仲山さんまだ早いよ～。」と声が掛かり

ましたので、ソファでテレビを見ながら休憩していました。準備のため

大上さんと施設長がお出でになり準備に取り掛かりました。 

食卓に花を飾り、お酒、ビール、ジュースや職員さんの手作り料理が盛り沢山並べられました。 

入居者も数人起きて来られ年越し行事に参加されました。大上さんの乾杯の合図で始まりました。 

０時が近づくと全員でカウントダウンが始まりました。年越しの瞬間、皆さんのうれしそうな笑顔

を私は頼もしく嬉しく拝見させて頂きました。 

今年は、1 人になって初めての年越しで淋しい年越しになるかな？と思っていましたが、思いがけ

なく施設長からお声が掛かったお陰で楽しい年越しの会を皆さんと一緒に楽しめました。 

入居者さんもデイサービスの仲間達も、今年 1年元気に頑張って、一度参加してみませんか？楽し

い年越しでしたよ。企画していただいた皆さんご苦労様でした。今年も元気で参加しますので 1 年間

よろしくお願いします。 

毎年年末の恒例行事のしめ縄作

り。今年もボランティアグループ

「園」の徳田さんを先生に、若手古

株混じってわら相手に奮闘しまし

た！！ 

 出来上がった立派なしめ縄は玄

関で園田苑の正月を見守ってくれ

ました。 

 関西国際大学の児童文化研究会の皆さんがクリスマス

のハンドベル演奏会、聖パウロ女子修道会の皆さんが絵本

の朗読に来てくださり、園田苑のクリスマスムードを盛り

上げて下さいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園田苑のお正月 

元旦は、皆さんお楽しみのおせち料理を午前 10時 

から朝食と昼食を兼ねていただきます。食卓いっぱいにおせち料理が並んでいてとても豪華な食事会

でした。縁起物の大きな鯛があり、帆立貝もありました。 

理事長の新年の挨拶があり、その後入居者の遠藤さんの乾杯の音頭で食事が始まりました。大きな

鯛を大上さんが手際良く取り分けて配って下さいました。お雑煮も鯛も帆立貝もとても美味しかった

です。来年のお節を楽しみにして入居者もデイ利用者も元気でまた次のお正月を迎えましょうね。 

苑のお正月の会が終わるころ、施設長がセンターデイのお節の会も誘ってくれました。もちろん断

る理由もない。施設長と一緒に行きました。入り口を入ると顔見知りの職員が沢山いて喜んで迎えて

くれました。食卓には、これまた正月のご馳走がいっぱい並んでいました。 

こちらは長老の乾杯の音頭でお節の会が始まりました。お雑煮や赤飯を苑で食べたけど、ここでも

お雑煮と赤飯などを少々食べました。私は「所変われば入るものですねー」と独り言を呟きながら食

べていました。施設長は苑でも食べたのに大丈夫かな？と言いたげな顔で私を見ていました(笑) 

皆さん本年もよろしくお願いします。センターの利用者さん、苑のデイにも遊びにきてね。愉快な

仲間たちがお待ちしています。職員も沢山のゲームを用意してくれますよ。お待ちしています。 

園田苑デイサービス利用者より。 

初詣に行ってきました 

苑の初詣にも参加しました。川口さんの車を先頭に 3 台に分乗して近松公園の近くの伊佐具神社に到

着しました。近くまで車で行くことが出来たので、そこで皆さん新年の願い事をしました。 

皆さんの健康と、この一年が良い年でありますよう。また、元気で来年も新年を迎えられますよう、

お祈りいたします。 

今回の紙面は、現在はデイサービスご利用で、奥様が元入居者の男性がご自宅のパソコンで作成され

た新聞を基に作らせていただきました。『デイサービス利用者（男性）が一人暮らしになって、初めて

の苑での年越し行事やお正月行事に参加して体感した。感想や思ったままを記事にして作成しました。

（原文まま）』ありがとうございました。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１月３日（日）  

 

2016 年 1月 3 日、認知症対応型デイサービスのフロアにて、おせちの会がありました。 

就職して 2 年半、“毎年 1 月 3 日におせちの会が開催され、自宅でお正月気分が味わえない地域のご

利用者様にお声掛けし、皆で楽しく正月を迎える”ということは伺っていましたが、参加する機会があり

ませんでした。今年もお休みをいただいていましたが、興味もあり是非参加したいと参加させてもらいま

した。少し遅れて行ったときには(正月早々すいません笑)、既に豪華な食事が並んでいました。お正月ら

しいおせち料理から、おめでたいおはぎ(施設長手作り)、和洋折衷韓国料理まで、利用者様もとても美味

しいと喜ばれていました。僕はと言うと、母に甘えてだし巻きを作ってもらいました。 

しばしの歓談後、利用者様と参加職員全員で 30名を超える皆が自己紹介と今年の抱負を一言ずつ話し

ました。僕が 1 番心に響いたのが私達のデイサービスに来られている仲山石登さんの言葉です。「ホーム

ヘルプ、デイサービス、特養でのお食事と毎日を園田苑に支えてもらい、特にホームヘルパーさんの作る

カレーは人によって味も違うし、毎回わくわくしています。園田苑がなければ僕は生きていけないと言っ

ても過言ではない。今の自分があるのは園田苑さんのおかげです。」と言って頂き、とても感動しました。

僕も仲山さんの気持ちに応えられる仕事がしたいなと思いました。 

食事が落ち着くと、利用者様と職員が赤・白に分かれてチーム対抗戦のゲームをしました。お椀積みを

競争したり、顔に洗濯バサミをつけたり、皆大爆笑で大盛り上がりでした。皆さんにも楽しい時間が提供

でき、自分自身も楽しく良い経験ができました。     併設通所介護ヘルパー 村越 拓馬 
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戸ノ内『野土香』 男会 ２／２４（水）午後１時～３時  


